
関西学院大学
難民映画フェスティバル

関西学院大学人権教育研究室主催
UNHCR WILL2LIVE Cinema パートナーズ

12月3日(木) 11:10-12:40

TEL: 0798-54-6720関西学院大学人権教育研究室《お問い合わせ先》

開催日時

（日本語字幕上映）

後援：国連UNHCR協会

上映方法 Zoomビデオウェビナー

申込方法 以下のURL又はQRコードからお申込み
ください。

注意事項
①予めZoomの登録(サインアップ)をお願いします。
②当日、録画・録音はお控えください。
③その他、連絡事項はお申込みいただいた方に
メールにてご案内させていただきます。

上映映画 SONITA

対 象 学生・一般

参 加 費 無 料

定 員 先着250名
(c)Behrouz Badrouj

URL：https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_it7rEDGoT9adL2tv_bgd2Q



監督：ロクサレ・ガエム・マガミ
スイス・ドイツ・イラン /2015 年 /91分／ドキュメンタリー／日本語字幕

ソニータがスクラップブックに書いた夢は有名なラッパーになること。しかし、パスポー
トも滞在許可証もなく、アフガニスタンのタリバンから逃れてきた難民の彼女は、不法移民
としてこの施設で心の傷を癒やすためのカウンセリングや将来のアドバイスを受けている。
一方で彼女の家族は全く別の将来を準備していた。彼女が16歳になると、アフガニスタン

に住む親は、古くからの習慣どおりにソニータを見ず知らずの男性に嫁がせようとする。花
嫁の値段は9,000ドル。
女性が歌うことが許されないイランで、ソニータはどうしたらラッパーになる夢を叶える

ことが出来るのだろうか？母親から迫られる強制結婚から逃れるため、そして有名なラッ
パーになるという夢を追うため、ソニータは自らの人生を歌うことで切り拓こうとする。

上映作品：ソニータ

国連UNHCR協会について

私は、ビジネスマンとして長年海外で駐在員生活を体験してきました。特に紛争と難民
が絶えない中東地域でのビジネスに深く関わり、ある想いを抱いてまいりました。
～国際社会の中で今日の繁栄を享受している日本は、その一員として、未曽有の人道危

機である難民問題にもっと目を向けてアクションをとっていく責務があるのではないか～
いま世界は、かつて前例のない深刻な難民危機に直面しています。世界の至る所で、戦

争と紛争、宗教、人種差別、環境破壊、政治の横暴等々の理由で、7950万人以上の人々が
定住場所を追われています。そして、その多くが生死の境をさまよっています、まさに緊
急事態でもあるのです。
ヨルダン駐在時代、イラク戦争後の内戦状態から身の危険を感じてヨルダンに逃れてき

たイラク人と一緒に仕事をした経験があります。また、何人かのビジネスパートナーが逃
れきれず命を失ってしまったという事態にも遭遇しました。
日本が国際社会の一員として、難民援助活動への取り組みを加速し、皆様が願う未来を

ともに作っていくために、私も事務局員一丸となって尽力してまいります。
引き続き、日本の皆様の難民問題へのご理解とご支援を切にお願い申し上げます。

特定非営利活動法人国連UNHCR協会
事務局長 星野守
※国連UNHCR HPより一部抜粋

https://www.japanforunhcr.org/about/overview/

国連UNHCR協会は、国連の難民支援機関であるUNHCRユーエヌエイチシーアール（国
連難民高等弁務官事務所）の活動を支える日本の公式支援窓口です。UNHCRの活動資金
は、各国政府からの任意の拠出金ならびに民間からの寄付金に支えられていますが、もっ
と広く民間からも支えていこうという機運が世界的に高まり、日本では2000年10月に、
民間の公式支援窓口として、特定非営利活動法人 国連UNHCR協会が設立されました。

国連UNHCR協会事務局より
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